
日常会話 vs 洗脳会話
村上です、

10代前半より100ヶ国以上を放浪し
世界中の言語をマスターしてきたMr.Xに...

世界中のどの国の言語でも
60日以内でマスターする方法

そして...

短時間で白人を洗脳し
支配下に置く会話術

について教えてもらいました。

今回はそれらのテクニックについて
私が感じた事をあなたにシェアします。

とても希少価値が高いノウハウになりますので
今すぐペンと紙を用意して注意深く読んで下さい...



これからお話する内容はMr.Xが世界中を
旅して身につけたノウハウの一部です。

様々な国で食べるために、恋人を作るために
ビジネスを行うために、生き抜くために覚えた
語学の習得方法です。

これまで様々な語学教材を観察してきましたが
今回お話しする方法以上に、最小の時間内に相手を
洗脳し自分にとって都合の良い人間に仕立て上げる
ノウハウの存在は確認できていません。

同時に、これ以上短期間で効率よく外国語を
マスターできる方法も存在しないと自負できます。

残念ながら現在の日本に存在する語学教材を
勉強する事は時間とお金の無駄になります。

他のノウハウの悪い部分を指摘するのは
気分が良くありませんが、現在の日本にある
語学教材のほぼすべては...



白人の奴隷になるように
意図的に仕向けられている

としか思えないのです。

私がここまで断言するのにはいくつか理由があります。

まず1つ目に...

==============================
洗脳を目的とした会話を教えていない
==============================

ここに最も大きな問題があると考えています。

以前何かの資料で読んだのですが、現在日本には
英会話スクールだけで1万以上も教室があるそうです。

スクール形式以外にも情報商材、書籍、電話レッスン、
家庭教師など様々な語学習得メソッドがあると思います。

世界でもトップレベルの量と種類です。

しかしその内の99％以上の語学教材は...



外国人の奴隷になる事が目的
になっています。

『ヘラヘラした日常会話をする事』が最終目的で
『外国人を洗脳する事』がゴールとなっていないのです。

もう少し解りやすく説明します...

あなたは過去に英会話教室に通ったり
英語の教材や本を購入した経験があると思います。

その時、どんな種類の英語を勉強するように
教えられましたか？

恐らく、

「すみません、駅はどちらですか？」
「この辺で一番おいしい食べ物は何ですか？」

などの日常会話が中心だったはずです。

このような『日常会話』を勉強し続けた所で、



税関のアメリカ人を洗脳したり
短時間で白人の美少女を性の奴隷に

する事は不可能なのです

以前に日本人で、

「私は日本で英語教材を販売しているので
英語はペラペラですよ」

と威張っている人を見かけた事があるのですが
彼とアメリカ人の会話を聞いた所...

「私はがんばって英語を勉強しました。
アメリカ大好きです。よろしくお願いします！」

という内容でした。

どう考えても『格下』の相手が『ご主人様』に
気を使いこびへつらっているようにしか
見えませんでした。

相手の白人も「よしよし、このジャップは
頑張って俺に近づこうとしているな」程度にしか
感じていなかったと思います。



このように日本の語学教材のほぼすべては
最初から格上の相手に気を使いヘラヘラした
日常会話をするがゴールになっているのです。

どんなに努力してマスターしたとしても最終的に...

ご主人様に気を使った
奴隷のような会話しか
できないのです

日本人の多くは、汗水を流して働いたお金と
少ない自分の時間を削って語学の勉強をしています。

しかし悲しい事に...

『白人の奴隷』になるための語学を大金を払って
大事な時間を使ってわざわざ覚えているのです。

語学を教える人間、そして教わる人間の両方に、

『白人の優位に立ったコミュニケーション』



という概念が1ミリもないのです。

もしかしたら、あなたは白人女性を性奴隷にしたり
外国でビジネスを行う事に興味があるかも知れません。

では、こんなヘラヘラした日常会話を覚えた所で
白人女を濡れさせる事やセックスする事や
ビジネスを行う事は可能になると思えますか？

もし、あなたが本気で語学を習得したいのであれば
『日常会話を目的』とした語学ではなく白人を

外国人を洗脳する事を
目的とした語学

を習得する必要があります。

…

私は今まで数多くの語学教材を勉強してきました。

英会話スクールにも通いましたし専属の家庭教師を
つけた事もあります。



英語の情報商材は…もう腐るほど買い漁りました。

金額に直すと100万円はゆうに超えています。

「聞き流すだけですよ」
「マンツーマンですよ」
「駅前なので便利ですよ」

それぞれの教材が異なる新しいコンセプトや手法を
教えてくれました。

しかしどんな方法であれ最終ゴールはすべて
『白人の奴隷になるための語学』でした。

今まで一度も『洗脳を目的』とした語学を
教えてくれた先生はいませんでしたし
そのような考えを持った先生もいませんでした。

洗脳を目的とした語学を教えない事が最も
大きな問題の1つなのですが次に重要なのが...

彼らはお金儲けのプロであって語学を教えるプロではない

という事です。

これは特に英会話スクールなどの教室を運営している



会社に該当します。

あなたもマーケティングの勉強をしているので
理解ができると思いますが、語学スクールの
儲けの仕組みを考えて見て下さい。

今の日本に存在するスクールは、英会話教室であれ
中国語教室であれ、ポルトガル語教室であれ
ほとんどが『月謝制』のはずです。

月額課金システムを採用しているはずです。

なぜ多くの企業は月額課金のシステムを
採用するのか？

安定性が高く翌月の売上げが
見込めるビジネスモデル

だからです。

素晴らしいモデルなので、多くの企業が
月額課金モデルを行おうとチャレンジしますが
その多くは失敗に終わります。



お客様に『継続』してもらえないからです。

月額課金システムはお客様が継続してくれて
初めて利益が出ます。

少しでも長く続けてもらえばもらうほど
運営会社の利益は大きくなります。

とにかく月額課金で利益を出し続けるためには
少しでも長く継続してもらえる戦略を立てる事です。

その為に最も素晴らしい方法は何だか解りますか？

『価値の高いコンテンツを提供し続ける』事です。

価値の高いコンテンツを毎月のように提供していけば
自然に継続率は高くなります。

しかし、ここで1つジレンマが発生します。

価値の高いコンテンツを提供すればするほど
お客様が『短期間』で結果を出してしまう事です。

なぜなら英会話スクールに通うお客様にとって
最も高い価値は『英語をマスターする事』です。



つまり継続率を上げる為に良いコンテンツを
提供すればするほど、お客様が早期で英語を
覚えてしまい卒業が早くなってしまうのです。

素晴らしい英会話スクールは
お客の継続率が悪いのです

ここで多くの企業は悩みます。

「価値の高いコンテンツを提供し結果を出させたい」
「利益を大きくするために継続率を高めたい」

この全く正反対の2つの目標のどちらを採用するか
ジレンマが発生するのです。

この時、真の教育者でしたら結果を出せる事に
フォーカスします。

短期間で卒業してもらい英語ができる人間を
次々と作り上げていくのが正しい姿だと思います。

しかし...通常のスクールはこれを良しとしません。
彼らは...



『お客様の幸せ』よりも
『自分たちの儲け』を
一番に優先します

日本の語学市場は3000億円の大きな市場ですし
強いライバルがたくさん存在します。

駅前の立地条件の良い場所に教室を借りたり
高額な費用を使ってチラシや雑誌などに広告を
掲載するため経費も莫大になります。

利益を出し続けないとすぐに倒産してしまうのです。

その時、提供の精神のない企業が取る戦略は
1つしかありません。

『わざと』難しい事を言って混乱させ
少しでも長く継続させようとするのです

価値の高いコンテンツを提供するのをやめ
継続させるためのコンテンツを出し始めるのです。 



とにかく1分でも長く通ってもらうように
意味の無い無駄な事をたくさん教えるのです。

会社の規模が大きいほどこの傾向は強くなります。

彼らは生徒達にわざと難しい事を言って混乱させ
1秒でも長くスクールに通うように仕向けています。

しかも英会話スクールの教師は『教える』
という事についてはズブの素人です。

ほとんど訓練も受けていませんし、たまたま
英語が話せる環境にあったというだけです。

誰かに何かを教えて結果を出せた経験が
まるでないのです。

『英語が話せる』という事と
『英語を教える』という事は
全く別次元の話なのです

異なるスキルが必要なのです。



人を行動させるための行動心理学も学んでいませんし
記憶効率をあげるための神経学も知らないのです。

さらに問題があるのは外国人講師の存在です。

稀に日本の広告を見ると「安心の外国人講師！」などと
先生が外国人である事を売りにしているのを見かけます。

しかし99％以上の外国人講師は『教える』事に
関して全くの『素人』です。

ただの旅行好きで日本に来ている場合もありますし
過去に違法行為を働き犯罪歴が残り、母国で仕事ができな
くなり東南アジアなど第三国に逃げ、逃亡生活を維持する
資金稼ぎの為に先進国の日本で短期的に英語を教えている
『犯罪者』のような人間もいます。

日本の米軍基地の兵隊がアルバイトで
行っているケースもよくあります。

他人に何かを教えた経験が全くない人間
ばかりなのです。

また外国人講師の中には日本語を全く話せない
人達がたくさんいます。



彼らは「ネイティブ」を売りにして
ごまかしていますが実際には

『日本語も覚えられない』人達なのです

日本に住んでいるのに日本語も覚えられない
どちらかと言えば知能指数が低い人種なのです。

外国語を教える先生なのに、自分たちが母国語以外の
言語を話す事が出来ないのです。

そんな人間が第三者に語学を教えているのは
どう考えても正常だとは思えません。

日本人はアメリカで生まれ育っただけの人達を
ネイティブ、ネイティブとはやし立てますが
彼らは単純に日本以外の言葉を母国語として育った
普通の人達です。

もしくは普通以下の人達なのです。

教えるプロではありませんし、日本人が外国語を
覚えるプロセスも知りません。

そもそも彼らは人が第三国の言葉を覚える



プロセスを全く知りません。

生まれて「オギャー」と言った瞬間から
外国語を話す両親や親戚に囲まれ
たまたまその言語を話せるだけなのです。

彼らが語学を覚えるメソッドと、日本で生まれ育った
日本人が新しい外国語を覚えるメソッドとでは
全く種類が異なります。

一般的に日本人にネイティブと呼ばれている人達は...

==============================
成人した日本人が外国語を覚えるメソッドを知らない
==============================

のです。

母国語以外の言語を覚えるために
どのような脳や神経回路を使用するのかを

全く理解していないのです 

こう考えると解りやすいかもしれません。
日本人は「ネイティブ」という言葉が大好きですが
ネイティブとは単純にその国で生まれ育ったという



だけです。

つまり日本で生まれ育ったあなたは
日本語のネイティブという事になります。

日本には日本語のネイティブが1億人以上
いるという計算になります。

その中で果たして何人が日本語を外国人に
効率よく教える事ができると思いますか？

外人を支配するような語学を教える事が
できると思いますか？

恐らく0.1％未満だと思います。

ここでもう完全にパラダイムシフトして下さい。

「ネイティブに英語を
教われば覚えられる」
という考え方は妄想です

神話です。



どこかのお金儲けのプロが作り出した
ただのコンセプトです。

母国でまともに仕事もしないで旅行している人間に
語学を教わったらそれこそ永遠に語学恐怖症に
なってしまいます。

そんな人間達に高いお金を払って英語を覚えるのは
愚かな行為だと思います。

しかしただお金の無駄遣い、時間の無駄遣いで終われば
良いのですがネイティブに語学を教わるともっと危険な
状態に巻き込まれます。

それは...

悪い知識を
吸収してしまう

という事です。



以前に知識の特性についてお話してきたので
覚えているかもしれませんが、知識は少し特殊な
性質をしています。

誰か1人の『悪い知識』を吸収してしまうだけで
今まで積み重ねてきた『正しい知識』の財産を
一瞬にして失う事がよくあるのです。

例えば株式の投資で考えると解りやすいと思うのですが
これまで何十年もコツコツと資産を築き上げ来ていても
間違った銘柄1つに投資してしまったら一瞬にして
資産を失ってうと思います。

知識も投資と同じで悪い知識1つで一瞬にして
人生が間違った方向に進んでしまいます。

特に『先生』と『生徒』という関係だと、
生徒は先生の言う事を無条件で受け入れてしまいます。

例えば英会話スクールの先生が「アメリカは危険だよ」
言えばアメリカはすべて危険だと思ってしまいます。

先生の言う事ですので素直に脳が吸収してしまうのです。

先ほども言いましたが彼らは普通(以下)の人です。



ただ旅行が大好きで旅費やお小遣いを
英会話教室で稼いでいるだけの人間です。

資産家でもありませんし、素晴らしい人格者である
保証はありません。犯罪者かも知れません。

そんな『自称先生』から知識を吸収したら
間違った悪い知識を植え付けられる可能性が
極めて高くなります。

どんな分野であれ何かの教えを受ける場合は
我が子のへその緒を切る瞬間のように慎重に
講師を選ぶ必要があります。

ただ外国語に対して苦手意識や劣等感を
持つだけならまだマシですが、それ以上に
悪い知識を吸収してしまう事が最も恐ろしいのです

私自身、正直今までネイティブに教わる事が
一番良い方法だと信じていました。

周りの起業家達も「ネイティブに教わるのが一番だ」
と言っていたからです。

（そして冷静になって考えてみると彼らは未だに



英語を話す事ができません）

これまでお金やビジネスに関しては慎重に
講師やメンターを選んできていたのに語学の
習得に関しては無条件で講師を選んでいました。

ここまで語学スクールや教材の間違ったポイントを
話してきました。しかし悪いのは彼らだけでは
ありません。

さらに問題なのは...

日本が国を上げて
悪い洗脳を行っている

事です。

これも日本人が語学を習得できない大きな原因の
1つでもあります。

多くの人は「英語を覚えたい」と良く言います。

しかし「英語を覚えて何かをしたい」とは
あまり言わないですよね？



「英単語を何語覚えた！」とか
「TOEICで高得点を取った！」とか

そういう小さいレベルで喜びます。

これが問題です。

「英語を覚えたい！」と思っている大半の日本人は

『英語を使用して何かを
達成する事』が目的に
なっていないのです

「TOEICで何点とった！」
「次のコースに進んだ！」

というテストの点数で喜んでいるのです。

現在の日本で流行しているTOEICのような、
他人が作ったテストで高得点を取ったとしても
外国人を支配下に置く事は永遠に不可能なのです。



白人の美少女に性的興奮を覚えさせる事も
白人男を恐怖のどん底に陥れ弟子にする事も
できないのです。

日本人の多くが『英語を勉強する事自体』を
最終目標にしてしまっているのは日本の教育システムが
歪んでいる事が原因になっていると考えられます。

日本という国は幼い頃よりテストで良い点をとったら
評価されるというシステムを採用していると思います。

『テストで高得点を取る＝幸せ』

という方程式が出来上がってしまうのです。

テストで良い点を取ったら
褒められるという洗脳が
繰り返し行われている

のです。

こんな洗脳を繰り返し受けた人間はテストで



良い点をとる事でしか幸せは訪れないと
思い込んでしまうのです。

フレキシブルな発想ができないマニュアル人間に
なってしまうのです。

その弊害で多くの日本人は「英語を使って何かをする」と
いう本来の目的を見失い「英語を勉強して誰かに褒められ
る」という歪んだ目的を持ってしまっています。

日本では幼稚園から英語を教える地域が増えている
と聞いた事があります。

単純に計算したら大学まで進学した人は
20年近くも英語を勉強している事になります。

しかし…ほとんどの人が英語が話せません。

20年近くも勉強しているのに英語が話せないのです。

発展途上国の子供達は学校へ一度も行っていないのに
外国人相手に対等に商売をしています。

自分よりも遥かに体の大きい外国人を相手に
スマートな駆け引きを行ったり、暴利をむさぼったり
しているのです。



しかし日本人は20年近くも勉強しても
ビジネスどころか挨拶の1つもまともに
できないのです。

日本の中学校の英語の教科書には、

使用不可能な奴隷英語しか
教えられていないのです

例えば、日本人の中学生は「This is a pen.」
という英文を習うと思います。

日本語で「これはペンです」と教えられたと
思います。

でも冷静になって考えれば解ると思いますが
この英文を使うチャンスが訪れる可能性は
極めて低いのです。

「これはペンです」というセリフは日本語でも
言わないからです。

なぜなら、誰がどう見てもペンはペンだからです。



美女にもロケットにも見えません。

「これはペンです」というセリフを使用する
シチュエーションは一生訪れないのです。

このような...

一生使う機会のない無意味な
英語を子供の頃から
教えられているのです

しかもこのような無意味な英語をテストで出され
答えられないと叱咤されるのです。

頭が悪いと言われ劣等生として扱われ
劣等感を植え付けられるのです。

怒られた少年や少女は「私は知的障害児なんだ」と
深いトラウマを持ってしまい社会人になっても
自信がない何も出来ない人間になってしまうのです。 

私たちは20年近くかけて、そしてさらに



社会人になってからも英語教材を買い漁り
これらの無意味な日常会話を覚えさせられます。

こんな英語を一生懸命覚えた所で外国人と
ビジネスを行ったり白人女を濡らす事が
出来るのでしょうか？

外国で家族に安心した生活を送らせる事が
出来るのでしょうか？

…絶対に無理です。

私は外国語を使って若い外人とセックスをしたいのです。

外国語を使ってビジネスをしてお金を儲けたいのです。

外国語を使って白人を支配下に置きたいのです。

意味のないヘラヘラした奴隷が目的の
日常会話なんて勉強したくありません。

2011年以降の私たち日本人は、

『ヘラヘラ日常会話』

ではなく



『相手を洗脳する事を目的とした語学』

をマスターする必要があるのだと強く思いました。

ちなみにあなたは、現在世界に『英単語』は何個
存在すると思いますか？

Hello
Dog
Sex
Colostomy
hysterectomy

…

世の中にはたくさんの英単語がありますよね？

数え出したらキリがないのですが、現在解っているだけで
英単語は1,000,000種類以上あると言われています。

100万種類です。

膨大な量です。

もしすべてを覚えようと毎日30単語ずつ
暗記していったとたら91年もかかってしまう
計算になります。



しかも今こうしている瞬間にも新しい単語が
次々と生まれているのです。

これらをすべて覚えようというのは
現実的ではありません。

しかし...

他人を洗脳しコントロールするための
英単語はたったの1000個しかありません

そうです、たったの1,000個なのです。

1日に30個ずつ暗記したとしたら33日で
すべて記憶できる計算になります。

この少数の単語さえ暗記してしまえば
意味の分からない英文法などを覚えなくても
彼らを支配する事ができるのです。

実は...



洗脳単語を覚える事は
日常会話単語を覚えるより
遥かに少ない労力なのです

しかも白人を支配するためにはベラベラと口数多く
話す必要はありません。

そもそも相手を洗脳する事にフォーカスした会話は

普通の日常会話よりも
簡単な語学力で十分です

例えば、あなたが中国人と話をしていて

「ワタシ、ニホンゴ、イッショウケンメイ、ベンキョしま
した。ニホン、ダイスキです。よろしくオネガイします」

と言ってきたとしたら、どう感じますか？

「かわいいな」「一生懸命だな」という感情が



生まれるかもしれませんが、あくまでそれは
『相手が下』だと思っているからではありませんか？

例え正しい単語を使用し文法が出来ていても
ヘラヘラした日常会話を行ってしまえば
『格下』だと思われてしまうのです

しかし逆に相手の中国人が片言の日本語で、

「アナタ、コクサイモンダイ、ウッタエル」

と言ってきたら、どう感じますか？

どんなに文法がでたらめでも片言であっても
一瞬で相手の世界に入り込んでしまう

と思いませんか？

ゴルゴ13は「・・・」だけで世界中のあらゆる
人種の女性を濡らし性行為を行います。

ベラベラしゃべらなくても彼はあらゆる国の
人間を支配するのです。



学生時代にモテていた男性を思い出しても
あまり口数が多い方では無かったと思います。

比較的無口で一見冷たそうにも見えるタイプが
女性に人気があったと思います。

つまり相手を支配するためには、口数多く話す必要も
つまらない文法を覚える必要はないのです。

相手を洗脳する少数の単語をピンポイントで
使用するだけで優位に立つ事ができる

のです。

もう少し解りやすく説明します。

これから話すの2つの文章をノートに書いて下さい。

==============================
A：ドラッグで捕まりました
==============================

==============================
B：違法麻薬を摂取して逮捕されました
==============================



全く同じ意味ですが、AとBではどちらが
強い印象を受けますか？

恐らく...Bのはずです。

ほとんど同じ文章、同じ構成、同じ単語のはずなのに
なぜか聞き手が受ける印象は大きく変わります。

では、もう一文書いて下さい。

==============================
A：女の子にイタズラしました
==============================

==============================
B：幼児に性的暴行を加えました。
==============================

これもBの方が強烈な印象を受けると思います。
基本的には同じ意味なのに全く違ったイメージを
受けると思います。

ただの痴漢にも凶悪犯罪者にも見えるのです。

ここに洗脳単語の秘密があるのです。

これらの相手の感情を深く揺さぶり心理操作



するための単語は約1000語あります。

これらの洗脳単語を「ある」決まった
順番で並び替えるだけで白人を
洗脳する事ができるのです

これからは英会話スクールや語学教材に無駄なお金を
使わないで私たちは白人を洗脳する事を目的とした
語学を学ぶ必要があるのです。

........

Mr.Xにこれらの事を教わったのは
ほんの数ヶ月前の事です。

そして私はMr.Xと『ある』契約をして『洗脳単語』
そして『60日で語学をマスターする方法』を
全て伝授してもらう事になりました。

(その契約には多額の現金が絡んでいます)

まだ前半の『60日で語学をマスターする方法』しか
教えてもらっていませんが今までの語学教材が
完全に無駄であった事は確信しています。



このノウハウ音源は一般公開されておらず
日本でもまだ3人しか聞いた人間はいません。

正直、今このレポートを読んでいる数万人の日本国民の
中には『洗脳単語』『60日で語学をマスターする方法』を
手に入れる事に深い興味を持つ人が多いと思いました。

なのでMr.Xにお願いし遂にあなたにも
『60日で語学をマスターする方法』を
『ある』条件付きで公開する事にしたのです

『ある』条件については次回のレポートで
詳しくお話しますので数日待っていて下さい。

村上むねつぐ


